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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第1四半期
連結累計期間

第92期
第1四半期

連結累計期間
第91期

会計期間
自　2021年11月1日
至　2022年1月31日

自　2022年11月1日
至　2023年1月31日

自　2021年11月1日
至　2022年10月31日

売上高 （千円） 2,573,419 2,874,867 11,471,221

経常利益 （千円） 270,678 350,048 808,948

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 184,860 232,667 512,045

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 149,670 339,913 606,634

純資産額 （千円） 14,258,145 14,934,699 14,654,880

総資産額 （千円） 18,033,013 19,513,402 19,272,341

１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 62.66 78.86 173.55

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.1 76.5 76.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありま

せん。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、物価高が続く状況ではありましたが、政府による政策がウィ

ズコロナの方向に転換していくことを背景として、個人消費や設備投資に改善の兆しが見られました。一方、海外

においてはウクライナ情勢の長期化によるエネルギー価格の高騰、インフレの加速等により先行きは不透明な状況

が続いております。

このような状況のもと、当社グループは会社に関わるすべての人々に比類のない喜びと感動を与えるため、高品

質な製品とサービスを世界へ提供することをミッションに、グループ一丸となって業績向上に努めてまいりまし

た。

以上の結果、当第1四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

①　経営成績

当第1四半期連結累計期間の売上高は2,874,867千円（前年同期比11.7％増）、営業利益は277,473千円（同比

23.8％増）、経常利益は350,048千円（同比29.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は232,667千円（同

比25.9％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ａ　猟銃事業

米国市場はこの数年続いた好景気が徐々に減速する気配が指標等から感じられているものの、個人消費は手

堅く、コロナ下におけるアウトドアブームを背景とした狩猟やスポーツ射撃の人気に牽引され、当社製品の

OEM供給先であるブローニンググループからの受注は堅調に推移しております。特に主力製品である上下二連

銃の付加価値の高い製品が好調であり、その結果、売上高は2,376,498千円（前年同期比14.8％増）、セグメ

ント利益（営業利益）は280,971千円（同比43.1％増）となりました。

 

ｂ　工作機械事業

機械部門については、新型コロナウイルス感染症等の影響から、依然として販売は低調に推移しました。ま

た、ツール部門、加工部門ともに売上高は前年同期並みでありましたが、利益は前年同期に比べ減少しまし

た。その結果、売上高は490,850千円（前年同期比1.3％減）、セグメント利益（営業利益）は61,336千円（同

比29.4％減）となりました。売上高につきましては、セグメント間の内部売上高3,355千円を含んでおりま

す。

 

ｃ　その他事業

その他事業の売上高は11,938千円（前年同期比18.2％減）、セグメント損失（営業損失）は451千円（前年

同期は880千円の利益）となりました。売上高につきましては、セグメント間の内部売上高1,064千円を含んで

おります。
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②　財政状態

（資産）

資産合計は前連結会計年度末に比べて241,061千円増加し、19,513,402千円となりました。

主な要因は、現金及び預金が448,852千円減少したものの、棚卸資産が556,058千円、投資有価証券が185,679

千円増加したこと等によるものであります。

 

（負債）

負債合計は前連結会計年度末に比べて38,757千円減少し、4,578,703千円となりました。

主な要因は、長期借入金が500,000千円増加したものの、未払法人税等が132,153千円、流動負債その他が

403,054千円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

純資産合計は前連結会計年度末に比べて279,818千円増加し、14,934,699千円となりました。

主な要因は、利益剰余金が172,632千円、その他有価証券評価差額金が127,892千円増加したこと等によるもの

であります。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第1四半期連結累計期間において新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題は、ありませ

ん。

 

(3）研究開発活動

当第1四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3,819千円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第1四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年1月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年3月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 3,005,441 3,005,441
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数は100株であ

ります。

計 3,005,441 3,005,441 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年11月1日～

2023年1月31日
－ 3,005,441 － 863,126 － 515,444

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2023年1月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数　100株
普通株式 3,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,986,200 29,862 単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式 15,541 － 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  3,005,441 － －

総株主の議決権  － 29,862 －

 

②【自己株式等】

    2023年1月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

㈱ミロク
高知県南国市篠原537-1 3,700 － 3,700 0.12

計 － 3,700 － 3,700 0.12

（注）　当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式に含めております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間（2022年11月1日から2023年1月

31日まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年11月1日から2023年1月31日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年10月31日）
当第1四半期連結会計期間

（2023年1月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,814,904 1,366,052

受取手形及び売掛金 1,862,188 1,940,120

棚卸資産 5,085,957 5,642,015

その他 462,461 420,470

貸倒引当金 △52 △44

流動資産合計 9,225,459 9,368,613

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,342,667 1,332,154

機械装置及び運搬具（純額） 1,860,133 1,862,462

土地 2,543,918 2,543,918

その他（純額） 538,457 468,103

有形固定資産合計 6,285,177 6,206,638

無形固定資産 87,430 80,644

投資その他の資産   

投資有価証券 3,038,170 3,223,849

その他 649,095 646,648

貸倒引当金 △12,991 △12,991

投資その他の資産合計 3,674,273 3,857,506

固定資産合計 10,046,882 10,144,788

資産合計 19,272,341 19,513,402
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年10月31日）
当第1四半期連結会計期間

（2023年1月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,201,218 1,267,846

未払法人税等 237,890 105,736

賞与引当金 301,232 210,545

役員賞与引当金 31,867 8,511

その他 944,290 541,236

流動負債合計 2,716,497 2,133,876

固定負債   

長期借入金 700,000 ※１ 1,200,000

役員退職慰労引当金 195,897 191,142

退職給付に係る負債 648,454 649,756

その他 356,611 403,927

固定負債合計 1,900,963 2,444,826

負債合計 4,617,461 4,578,703

純資産の部   

株主資本   

資本金 863,126 863,126

資本剰余金 553,778 553,778

利益剰余金 12,472,286 12,644,918

自己株式 △31,276 △31,336

株主資本合計 13,857,915 14,030,487

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 725,028 852,920

為替換算調整勘定 71,936 51,290

その他の包括利益累計額合計 796,964 904,211

純資産合計 14,654,880 14,934,699

負債純資産合計 19,272,341 19,513,402
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第1四半期連結累計期間
（自　2021年11月1日
至　2022年1月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2022年11月1日
至　2023年1月31日）

売上高 2,573,419 2,874,867

売上原価 2,046,957 2,270,889

売上総利益 526,462 603,978

販売費及び一般管理費 302,243 326,504

営業利益 224,218 277,473

営業外収益   

受取配当金 16,255 19,967

持分法による投資利益 － 16,159

助成金収入 11,932 8,023

スクラップ売却益 13,342 12,737

その他 9,022 16,674

営業外収益合計 50,552 73,563

営業外費用   

支払利息 203 376

シンジケートローン手数料 － 250

持分法による投資損失 3,562 －

その他 326 361

営業外費用合計 4,091 987

経常利益 270,678 350,048

税金等調整前四半期純利益 270,678 350,048

法人税等 85,817 117,381

四半期純利益 184,860 232,667

親会社株主に帰属する四半期純利益 184,860 232,667

 

EDINET提出書類

株式会社ミロク(E02376)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第1四半期連結累計期間
（自　2021年11月1日
至　2022年1月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2022年11月1日
至　2023年1月31日）

四半期純利益 184,860 232,667

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △37,440 115,486

為替換算調整勘定 1,448 △14,587

持分法適用会社に対する持分相当額 802 6,346

その他の包括利益合計 △35,190 107,246

四半期包括利益 149,670 339,913

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 149,670 339,913
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第1四半期連結累計期間

（自　2022年11月1日　至　2023年1月31日）

税金費用の計算 税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する重要な会計上の見積りに用いた仮定につきましては、前連結会計年

度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当社は、設備資金の効率的な調達を行うため、取引銀行4行とシンジケートローン契約を締結しておりま

す。当第1四半期連結会計期間末におけるシンジケートローン契約に係る借入未実行残高等は次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（2022年10月31日）

当第1四半期連結会計期間

（2023年1月31日）

貸出コミットメント契約の総額 4,000,000千円 4,000,000千円

借入実行残高 － 〃 500,000千円

差引額 4,000,000千円 3,500,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
（自　2021年11月1日
至　2022年1月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2022年11月1日
至　2023年1月31日）

減価償却費 169,556千円 171,636千円

 

（株主資本等関係）

前第1四半期連結累計期間（自　2021年11月1日　至　2022年1月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年12月7日

取締役会
普通株式 60,037 20.00 2021年10月31日 2022年1月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第1四半期連結累計期間（自　2022年11月1日　至　2023年1月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月8日

取締役会
普通株式 60,034 20.00 2022年10月31日 2023年1月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自　2021年11月1日　至　2022年1月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 猟銃事業
工作機械
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 2,070,552 492,872 2,563,425 9,994 2,573,419 － 2,573,419

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4,288 4,288 4,604 8,892 △8,892 －

計 2,070,552 497,160 2,567,713 14,598 2,582,312 △8,892 2,573,419

セグメント利益 196,413 86,842 283,255 880 284,135 △59,917 224,218

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、IT/IoT/AI事業、

木材関連事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△59,917千円には、セグメント間取引消去1,911千円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△61,828千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない提出会社の

営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自　2022年11月1日　至　2023年1月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 猟銃事業
工作機械
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 2,376,498 487,494 2,863,993 10,874 2,874,867 － 2,874,867

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 3,355 3,355 1,064 4,419 △4,419 －

計 2,376,498 490,850 2,867,348 11,938 2,879,287 △4,419 2,874,867

セグメント利益

又は損失(△)
280,971 61,336 342,308 △451 341,857 △64,384 277,473

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、IT/IoT/AI事業、

木材関連事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△64,384千円には、セグメント間取引消去1,653千円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△66,037千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第1四半期連結累計期間（自　2021年11月1日　至　2022年1月31日）

主たる地域市場

（単位：千円）
 

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 猟銃事業 工作機械事業 計

米国 1,595,028 － 1,595,028 － 1,595,028

欧州 385,122 － 385,122 － 385,122

豪州・新西蘭 40,081 － 40,081 － 40,081

日本 50,320 491,435 541,756 4,027 545,783

その他 － 1,437 1,437 － 1,437

顧客との契約から生じる収益 2,070,552 492,872 2,563,425 4,027 2,567,452

その他の収益 － － － 5,967 5,967

外部顧客への売上高 2,070,552 492,872 2,563,425 9,994 2,573,419

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、IT/IoT/AI事業、

木材関連事業等を含んでおります。

また、「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃

貸収入です。

 

当第1四半期連結累計期間（自　2022年11月1日　至　2023年1月31日）

主たる地域市場

（単位：千円）
 

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 猟銃事業 工作機械事業 計

米国 1,798,333 19 1,798,353 － 1,798,353

欧州 434,014 － 434,014 － 434,014

豪州・新西蘭 75,014 － 75,014 － 75,014

日本 69,136 484,735 553,871 4,673 558,544

その他 － 2,740 2,740 － 2,740

顧客との契約から生じる収益 2,376,498 487,494 2,863,993 4,673 2,868,666

その他の収益 － － － 6,201 6,201

外部顧客への売上高 2,376,498 487,494 2,863,993 10,874 2,874,867

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、IT/IoT/AI事業、

木材関連事業等を含んでおります。

また、「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃

貸収入です。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第1四半期連結累計期間
（自　2021年11月1日
至　2022年1月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2022年11月1日
至　2023年1月31日）

１株当たり四半期純利益 62円66銭 78円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 184,860 232,667

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
184,860 232,667

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,950 2,950

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2022年12月8日開催の取締役会において、2022年10月31日の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとお

り期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 60,034千円

②　１株当たりの金額 20円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2023年1月30日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2023年3月10日

株式会社ミロク   

 取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人　トーマツ 

 高松事務所 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　明

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　賢治

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミロクの

2022年11月1日から2023年10月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2022年11月1日から2023年1月31日ま

で）及び第1四半期連結累計期間（2022年11月1日から2023年1月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミロク及び連結子会社の2023年1月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点に

おいて認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
  

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミロク(E02376)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

